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作成日 2002年 10月 01日 

改訂日 2010年  07月 01日 

製品安全データシート 

１．製品及び会社情報  

製品名     ポリエステル樹脂（手積用）

会社名     日本特殊塗料株式会社 

住所      〒 114-8584 東京都北区王子5-16-7

担当部門    塗料技術部

電話番号    03-3919-6001

ＦＡＸ番号   03-3919-6681

２．危険有害性の要約 

ＧＨＳ分類 

物理化学的危険性  ：火薬類                分類対象外 

可燃性・引火性ガス          分類対象外 

可燃性・引火性エアゾール       分類対象外 

支燃性・酸化性ガス          分類対象外 

高圧ガス               分類対象外 

引火性液体              区分３ 

可燃性固体              分類対象外 

自己反応性化学物質          分類対象外 

自然発火性液体            分類対象外 

自然発火性固体            分類対象外 

自己発熱性化学物質          分類対象外 

水反応可燃性化学品          分類対象外 

酸化性液体              分類対象外 

酸化性固体              分類対象外 

有機過酸化物             分類対象外 

金属腐食性物質            分類対象外 

健康に対する有害性 ：急性毒性（経口）           区分５ 

急性毒性（経皮）           区分５ 

急性毒性（吸入：ガス）        分類対象外 

急性毒性（吸入：蒸気）        区分４ 

急性毒性（吸入：粉塵／ミスト）    分類できない 

皮膚腐食性・刺激性          区分２ 

眼に対する重篤な損傷・眼刺激性    区分２Ａ 

呼吸器感作性             分類できない 

皮膚感作性              区分１ 

生殖細胞変異原性           区分２ 

発がん性               区分２ 

生殖毒性               区分１Ｂ 

特定標的臓器・全身毒性（単回ばく露） 区分１ 

特定標的臓器・全身毒性（反復ばく露） 区分１ 

吸引性呼吸器有害性          分類できない 
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環境に対する有害性 ：水生環境急性有害性          区分２ 

水生環境慢性有害性          分類できない 

ラベル要素 

絵表示又はシンボル ： 

注意喚起語     ：危険 

危険有害性情報   ：引火性液体および蒸気 

飲み込むと有害のおそれ 

皮膚に刺激又は、アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ 

吸入すると有害 

皮膚に接触すると有害のおそれ 

強い眼への刺激 

遺伝性疾患のおそれの疑い 

発がんのおそれの疑い 

生殖能または胎児への悪影響のおそれ 

臓器（中枢神経系）の障害 

呼吸器への刺激のおそれ 

長期又は反復ばく露による臓器（呼吸器、神経系、血液系、肝臓）の障害 

飲み込み、気道に侵入すると生命に危険のおそれ 

水生生物に毒性 

注意書き      ： 

【安全対策】 

取扱い作業場では火気厳禁で局所排気装置を設けて下さい。 

取扱中は換気をよくし、蒸気を吸い込まないようにし必要に応じて有機ガス用マス

ク又は送気ガス用マスクを着用して下さい。 

目、皮膚に触れないように保護めがね、保護手袋を着用して下さい。 

表示のない容器に移し替えないで下さい。 

容器からこぼれた場合、砂、布等でふきとり不燃性の容器か水を張った容器に回収

して下さい。 

【緊急処置】 

目に入った場合は多量の水で１５分間以上洗い、速やかに医師の診察を受けて下さ

い。 

蒸気を吸い込んで気分が悪くなった場合には、空気の清浄な場所で安静にし、必要

に応じて医師の診察を受けて下さい。 

火災時には、炭酸ガス、泡又は粉末消火器を使用して下さい。 

【保管】 

貯蔵は適法施設の屋内冷暗所に保管し、子供の手の届かない一定場所に、フタをし

て保管して下さい。 

【廃棄】 

中身は該当法規に従って処理して下さい。 

中身は使いきってから廃棄して下さい。 

３．組成及び成分情報 

化学物質・混合物の区分：混合物 

化学名又は一般名   ：不飽和ポリエステル樹脂 
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成分及び含有量    ： 

成分                化学式    ＣＡＳ番号  官報公示整理番号  含有量 

（化審法・安衛法） 

不飽和ポリエステル         －      －      既存                 50～60% 

スチレン              －      100-42-5    (3)-4          44% 

シリカ                      SiO2        7631-86-9   (1)-548        0.7% 

無水フタル酸            C6H4(CO)2O   85-44-9       (3)-1344        0.7% 

エチレングリコール         C2H6O2       107-21-1      (2)-230               0.2% 

ナフテン酸コバルト         －      61789-51-3    (8)-630               0.2% 

４．応急措置 

吸入した場合        ：直ちに新鮮な空気の場所に移し、毛布などで保温して安静にさせる。 

状態が悪ければ、医師の手当を受ける。 

皮膚に付着した場合    ：汚染した衣類や靴を脱ぎ、付着部分を布でよく拭き、その後石鹸を用い、水もしく

は温水でよく洗い落とす。炎症が生じた場合は医師の手当を受ける。 

眼に入った場合        ：直ちに流水で１５分以上洗眼した後、眼科医の手当を受ける。 

飲み込んだ場合        ：無理に吐かせないで、水でよく口の中を洗い、直ちに医師の手当てを受ける。 

嘔吐が自然に起こったときは、気管への吸入が起きないように身体を傾斜させる。 

予想される急性症状及び：眼・皮膚に発赤、めまい、頭痛、吐き気、脱力感、意識低下、喘息、肺水腫の症状 

遅発性症状並びに    を起こす。喘息、肺水腫の症状は遅くなって現れる場合が多く、安静に保たないと 

最も重要な兆候及び症状 悪化する。 

応急措置をする者の保護：火気に注意する。 

眼、皮膚のばく露を防ぐため、保護眼鏡、耐油性保護手袋などの保護具を着用する。 

蒸気の吸引を防ぐため呼吸用保護具を着用する。 

医師に対する     ：安静に保ち、医学的な経過観察が不可欠である。 

特別な注意事項      

５．火災時の措置 

消火剤          ：粉末消火剤、二酸化炭素、泡消火剤、乾燥砂 

使ってはならない消火剤：棒状注水 

火災時の特有の    ：加熱により容器が爆発するおそれがある。 

危険有害性       火災によって刺激性、有毒ガスを発生するおそれがある。 

特定の消火方法       ：初期の火災には、粉末、二酸化炭素、乾燥砂などを用いる。 

大規模火災の際には、泡消火剤などを用いて空気を遮断することが有効である。 

周辺火災の場合、周囲の設備などに散水して冷却する。 

移動可能な容器は、すみやかに安全な場所に移す。 

消火を行う者の保護    ：消火作業の際には、有害なガスを吸い込まないように自給式呼吸器等の保護具を着

用し、風上から消火作業を行う。 

６．漏出時の措置 

人体に対する注意事項  ：作業の際には、必ず保護具を着用し、風上から作業する。 

保護具及び緊急時措置 ：処理作業の際には、保護具（耐油性保護手袋、保護眼鏡、呼吸用保護具等）を着用

し、飛沫が皮膚に付着したり、ガス、蒸気を吸入しないようにすること。 

風上から作業し、風下の人を退避させること。 

着火した場合に備えて、消火用機材を準備すること。 

環境に対する注意事項 ：漏出物が、河川、下水、排水路等に流れ込むのを防止する。 

封じ込め及び浄化の   ：少量の場合、乾燥砂、おがくず、ウエス等で拭き取り、密閉できる容器に回収する。 

方法・機材       多量の場合、盛り土で囲って流出を防止し、密閉できる容器に回収する。 

残った液は、乾燥砂、おがくず、ウエス等で拭き取り、密閉できる容器に回収する。 

二次災害の防止策   ：付近の着火源を速やかに取り除き、着火した場合に備え消火器を準備する。 

河川、下水、排水路等へ流出した場合、直ちに地方自治体の公害関連部署に連絡する。 
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７．取扱い及び保管上の注意 

取扱い 

技術的対策      ：「8. 暴露防止及び保護措置」に記載の設備対策を行ない、保護具を着用すること。 

局所排気・全体換気 ：「8. 暴露防止及び保護措置」に記載の局所排気、保護具を着用すること。 

注意事項      ：局所排気装置の設置された場所で作業する。 

安全取扱い注意事項 ：すべての安全注意を読み理解するまで取扱わないこと。 

火気厳禁。火気、火花を発生するものや、高温点火源を付近で使用しないこと。 

容器はむりに転倒させ、衝撃を加え、または引きずる等の乱暴な取扱いをしないこと。 

接触、吸入及び飲み込まないこと。 

眼に入れないこと。 

取扱い後はよく手を洗うこと。 

保管 

適切な保管条件   ：容器は直射日光を避け、通風の良い、冷暗所に保管する。 

消防法、労働安全衛生法等の法令に従うこと。 

安全な容器包装材料 ：消防法及び国連危険物輸送規則で規定されている容器を使用する。 

８．暴露防止及び保護措置 

設備対策       ：局所排気装置、安全シャワー、手洗い、洗眼設備を設置する。 

管理濃度       ：20ppm   (ｽﾁﾚﾝ) 

許容濃度       ：日本産業衛生学会勧告値（2002年度版）   20ppm  (ｽﾁﾚﾝ) 

ＡＣＧＩＨ勧告値（2005年度版）ＴＷＡ   20ppm   (ｽﾁﾚﾝ) 

ＳＴＥＬ  40ppm   (ｽﾁﾚﾝ) 

保護具 

呼吸器の保護具   ：有機ガス用防毒マスク、送気マスク、自給式呼吸器 

手の保護具     ：耐油性保護手袋 

目の保護具     ：保護眼鏡 

皮膚及び身体の保護具：保護着（帯電防止型）、保護靴（帯電防止型） 

９．物理的及び化学的性質 

外観         ：粘稠な赤橙色の液体 

（物理的状態､形状､色等） 

臭い         ：特有な強い臭い (ｽﾁﾚﾝ) 

ｐＨ         ：該当しない 

融点/凝固点      ：知見無し 

沸点、初留点と沸騰範囲：145℃ (沸点:ｽﾁﾚﾝ) 

引火点        ：31℃ （セタ密閉式測定器） 

自然発火点      ：知見無し 

燃焼又は爆発範囲   ：下限：1.1% 上限：6.1% （ｽﾁﾚﾝ） 

下限、上限 

蒸気圧        ：0.7kPa/20℃（ｽﾁﾚﾝ） 

蒸気密度       ：＞1 （1:空気） 

蒸発速度       ：知見無し 

比重（相対密度）   ：1.0～1.2g/ml (25℃) 

溶解性        ：水に不溶、アセトン等の有機溶剤に可溶。 

オクタノール/水分配係数：知見無し 

分解温度       ：知見無し 

衛生対策       ：取り扱いの後は、よく手を洗うこと。

１０．安定性及び反応性 

安定性        ：密閉状態で、冷暗所では安定である。 

危険有害反応可能性  ：知見無し 

避けるべき条件    ：熱、光、過酸化物等により重合反応を起こし発熱する。 
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静電気の放電。 

混蝕危険物質     ：通気性のある材料、成分の溶剤に可溶性の材料は避けること。 

危険有害な分解生成物 ：知見なし 

１１．有害性情報 

急性毒性       ：経口 ＧＨＳ判定基準による混合物のＡＴＥ値から、区分５とした。 

経皮 ＧＨＳ判定基準による混合物のＡＴＥ値から、区分５とした。 

吸入 ＧＨＳ判定基準による混合物のＡＴＥ値から、区分４とした。 

皮膚腐食性・刺激性  ：成分のスチレンは、ウサギを用いた皮膚刺激性試験の結果、中等度の刺激性を有す

るとある。 

皮膚刺激（区分２） 

眼に対する重篤な損傷・：成分のスチレンは、ヒト疫学事例及びウサギを用いた眼刺激性試験の結果、中等度 

眼刺激性        の刺激（７日間持続）がみられたとある。 

強い眼への刺激（区分２Ａ） 

呼吸器感作性     ：データなし 

皮膚感作性      ：成分のナフテン酸コバルトは、「感作されて粘膜の炎症や、湿疹様発疹が起こるこ

とがある」とある。 

アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ（区分１） 

生殖細胞変異原性   ：成分のスチレンは、体細胞in vivo変異原性試験（染色体異常試験、小核試験）で

陽性の報告があるが、生殖細胞in vivo経世代変異原性試験、生殖細胞in vivo遺伝

毒性試験の報告がないとある。 

遺伝性疾患のおよれの疑い（区分２） 

発がん性       ：成分のスチレンは、ＩＡＲＣにおいて２Ｂに分類されている。 

発がんのおそれの疑い（区分２） 

生殖毒性       ：成分のスチレンは、ラットの三世代繁殖試験において、F0に影響のない用量で、F1、

F2に新生児期生存率低下がみられている。さらにラットの発生毒性試験及び授乳期

投与試験で母毒性のみられない用量で児動物に大脳セロトニンの減少、立ち直り反

射及び聴覚反射の遅延など多くの行動的検査に異常がみられているとある。 

また、成分の無水フタル酸は、母動物での一般毒性に関する記述はないが、精子形

成、睾丸及び副睾丸への影響がみられているとある。 

また、成分のエチレングリコールは、マウスの連続交配試験、ラットの催奇形性試

験において、母毒性のない用量で児動物への影響（奇形、骨化遅延、未骨化）がみ

られているとある。 

生殖能または胎児への悪影響のおそれ（区分１Ｂ） 

特定標的臓器・全身毒性：成分のスチレンは、眼、鼻に対する刺激性、中枢神経系に対する影響がみられると 

（単回ばく露）      ある。 

臓器（中枢神経系）の障害（区分１） 

呼吸器への刺激のおそれ（区分３） 

特定標的臓器・全身毒性：成分のスチレンは、眼、皮膚、鼻、咽喉に刺激性を示し、呼吸器への影響として 

（反復ばく露）      閉塞性肺障害、慢性気管支炎等を引き起こす。また、めまい、頭痛、疲労感、錯乱、

不眠などの中枢神経への作用、反応時間、言語性記憶の低下などの精神神経機能へ

の影響、視覚・聴覚への影響、リンパ球数増加、血小板数の減少などの血液系への

影響、AST、GGT、ALT活性上昇などの肝臓への影響もみられている。動物実験にお

いては「鼻腔粘膜、気管粘膜の上皮細胞空胞化及び細胞の剥脱、核濃縮」「尾部末

梢神経伝達速度SCVの低下」「肝細胞壊死」等の報告がある。 

長期又は反復ばく露による臓器（呼吸器､神経系､血液系､肝臓）の障害（区分１） 

吸引性呼吸器有害性  ：データなし 

但し、製品の主要成分であるスチレンは区分１に該当するため、弊社の方針として

ラベル要素にはスチレンの分類を表示している。 

１２．環境影響情報 

生態毒性       ：ファットヘッドミノー LC50 4.02mg/L/96H 
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水生生物に毒性（区分２） 

残留性・分解性    ：データなし 

生態蓄積性      ：データなし 

土壌中の移動性    ：データなし 

１３．廃棄上の注意 

残余廃棄物       ：焼却炉にて少量ずつ800℃以上で焼却処分するか、都道府県知事の許可を受けた廃

棄物処理業者に委託処理する。 

汚染容器        ：空容器を廃棄する場合は、内容物を完全に除去したのち廃棄する。 

１４.輸送上の注意 

国際規制 

国連分類      ：クラス３（引火性液体） 

国連番号      ：1866 

品名（国連輸送名） ：樹脂液 

容器等級      ：Ⅲ 

海洋汚染物質    ：非該当 

国内規制 

陸上輸送      ：消防法の規定に従うこと。 

海上輸送      ：船舶安全法の規定に従うこと。 

航空輸送      ：航空法の規定に従うこと。 

輸送の特定の安全対策：容器の転倒、落下、摩擦など、容器の損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を

及び条件       確実に行う。 

容器ごとに漏れの有無、栓の閉り具合を確認する。 

緊急時応急措置指針番号：128 

１５．適用法令 

消防法        ：危険物第４類第二石油類（非水溶性）（1,000L） 

労働安全衛生法    ：危険物（引火物のもの） 

第２種有機溶剤等（ｽﾁﾚﾝ 5%以上含有） 

名称を表示すべき有害物（ｽﾁﾚﾝ：政令番号17の2号） 

名称等を通知すべき有害物（ｽﾁﾚﾝ：政令番号323号） 

名称等を通知すべき有害物 (ｼﾘｶ：政令番号312号) 

名称等を通知すべき有害物 (無水ﾌﾀﾙ酸：政令番号553号) 

名称等を通知すべき有害物 (ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙ：政令番号75号) 

名称等を通知すべき有害物（ｺﾊﾞﾙﾄ及びその化合物：政令番号172号） 

ＰＲＴＲ法      ：第１種指定化学物質（ｽﾁﾚﾝ：政令番号240号） 

船舶安全法      ：高引火点引火性液体（危規則危険物告示 別表第5） 

悪臭防止法      ：特定悪臭物質（ｽﾁﾚﾝ） 

道路運送車両法    ：保安基準 

港則法        ：危険物引火性液体類 

海洋汚染防止法    ：Ｙ類物質（ｽﾁﾚﾝ） 

１６.その他の情報 

記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データに基づいて作成しており、新しい知見により改訂され   

ることがあります。また、注意事項は通常の取扱いを対象としたものであって、特別な取扱いをする場合は用

途・用法に適した安全対策を実施の上、ご利用下さい。 

記載内容は情報提供であって、保証するものではありません。 
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